
設計・監理
東急設計コンサルタント/ 遠藤郁郎・酒井良仁
デザインアーキテクト
シーラカンス アンド アソシエイツ/⼩嶋⼀浩・⾚松佳珠⼦
SHIBUYA STREAM
TOKYU ARCHITECTS & ENGINEERS/ENDO Ikuo・SAKAI Yoshihito
COELACANTH AND ASSOCIATES/KOJIMA Kazuhiro・AKAMATSU Kazuko

渋⾕ストリーム
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SITE

渋⾕ヒカリエ

渋⾕ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙｽｸｴｱ

渋⾕マークシティ

渋⾕フクラス

桜丘⼝地区再開発

渋⾕ブリッジ

渋⾕ストリーム

渋⾕川沿い全⻑600ｍの開発

渋⾕川



通路

Ｂ-２棟

Ｂ-１棟

Ｃ-2棟

ＪＲ南口改札
[別事業]

JR東西自由通路
[別事業]

国道246号横断
デッキ

パサージュガーデン

Ｃ-1棟

D棟

A棟

一団地対象区域

区画整理施行区域

通路

通路

2.5m国道246号

JR線

渋谷川

渋谷川

Ｃ-3棟

明治通り

区道552

稲
荷

橋
区

道
5
5
4

6.5m

12m

2.5m 7m

渋谷
スクランブル

スクエア

SITE



PROGRAM



OVERVIEW OF PLAN



CONCEPT

創造・情報発信の拠点渋⾕の地形とアクティビティ 都市の新たなストリートの創出

渋⾕駅中⼼地区での位置付け ４つの⽅針
渋⾕ストリーム渋⾕ｽｸﾗﾝﾌﾞﾙｽｸｴｱ

桜丘⼝地区再開発

渋⾕ﾌｸﾗｽ

渋⾕ﾏｰｸｼﾃｨ

渋⾕ヒカリエ

渋⾕中⼼地区 まちづくりの仕組み

1. 駅とまちをつなぐ施設計画（⽴体交流空間）

2. ⽔と緑と内部空間をつなぎ五感で感じる居⼼地の良い施設計画（ポーラス空間）

3. 安全、安⼼な環境配慮ビル

4. 渋⾕らしさを兼ね備えた新しい創造・情報発信活動を活性化させる拠点

事業コンセプト

特区-都市再⽣への貢献

建物計画コンセプト

地形の⾼低差・分断

駅南側エリア⽞関⼝
安全で快適な歩⾏者ネットワーク

代官⼭⽅⾯への新しい⼈の流れの創出

『都市の新たなストリートを創出すること』

都市計画的な課題 渋⾕らしさを兼ね備えた新しい創造
情報発信活動を活性化させる拠点づくり

オフィス
ロビー

ホテル
ロビーフット

サル
バイク
カフェ

インキュベ
ライブラリー ホール

店舗緑 川
連続連続

賑わい 界わい⾒る ⾒られる

渋⾕駅

坂
坂

坂
坂

坂

渋⾕でしかできないことは？
渋⾕の街の地形と道路パターンや駅のロケーションは、

渋⾕発のアクティビティと密接に関係している。

駅を中⼼とした放射状の道路パターン
放射状に広がる事によって⽣まれる

⼩さなエリアをもつ特別なシークエンス
⼤⼩のビルの混在(ダイバーシティ)
統⼀されすぎていないことの魅⼒

⾕、すり鉢状のジオグラフィ
動線のマルチレイヤー/ ⽴体的な都市のポテンシャル

渋⾕中⼼地区 デザイン会議



1F

2F3F

CONCEPT
- 初期段階のイメージ( CAt )-



歩行者貫通通路

-ストリームライン-
旧東横線の線路線形を踏襲したポーラスな半外部の貫通通路「ストリームライン」。
渋⾕のスケールにブレイクダウンした路⾯店のような店舗ボリュームは、吹き抜ける⾵や光の移ろい、街の喧噪や渋⾕川の流れを感じる路地のような抜けと
テラスを⽣み出し、渋⾕から代官⼭へと新たな⼈びとの流れをつくり出す。
インダストリアルで即物的な素材感の仕上げの中に、ストリームイエローのエスカレータを配置し、都市スケールで現れる⽴体的な経路を可視化した．渋⾕
ストリームは、⼈びとが滞留できる居⼼地のよい場所であると同時に、街のあらゆる⽅向に向かって⼈びとの流れをつくり出すハブとしても機能している。

縦動線はストリームイエローのアクセントカラ− ⼤階段から広場を望む 旧コンコ−スをイメ-ジしたR状の吹抜空間 渋⾕川を眺められる⻘空のブリッジ



鉄道躯体の再利⽤、旧ｺﾝｺｰｽの屋根の再現

旧ホームのかまぼこ型の屋根、⽬⽟パネルを約70％に縮⼩して再現

国道246号線

246号横断デッキ
（歩⾏者専⽤通路）

⾸都⾼3号

(既存橋脚）

既存桁の
再利⽤

新設延伸桁

建築物

⼟⽊
⼯作物

：再利⽤する⼟⽊躯体
：新設した⼟⽊躯体

246横断デッキ

CONCEPT

▪旧東急東横線の架道橋利⽤

-⼟⽊と建築の融合(鉄道⾼架躯体の再利⽤＋建築物の設置)-

**
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⾃然光が地下に降りそそぐ 鏡⾯天井が街のアクティビティを映し出す

アーバン・コア

CONCEPT

①多層な都市基盤やまちを上下につなぎ、地下及びデッキから
地上へ⼈を誘導。また横⽅向への動線を結ぶ縦軸空間

②広場等のパブリック空間とも接した⽴体的なクロスポイント
③⼈々が快適に移動でき、憩い集える空間
④視認性が⾼く、まちに対して開かれた駅前のランドマーク
（渋⾕駅中⼼地区まちづくりガイドライン２００７より）

都市のアイコンとしてのアーバン・コア
ガラス貼りのファザードが
⾃然光を地下通路へ導く

エスカレーターのストリームイエローは縦動線を視覚化する



A

A

壁泉 60m（両岸で120m）

清流復活管

放流量0.23t/s
⽔深11cm

河川区域

8.5m

4.2m
1.3m

4.8m 3.5m

清流復活⽔による渋
⾕川⽔深11cm

稲荷橋広場
A

A

B

B

⾦王橋広場

壁泉放流として放出

旧放⽔⼝

清流復活⽔を350ｍ上流まで⾃然流下で引いて中間⽔
槽からポンプアップし壁泉として放流

徒
歩
橋

明治通り

渋⾕ストリ−ム

← 渋 ⾕ 駅

■壁泉

河川上空に⼈⼯地盤による賑わい創出■広場

旧東横線地上コンコ−ス

■緩傾斜護岸

■鉄道の記憶

Ａ−Ａ断⾯ Ｂ−Ｂ断⾯
護岸上部から均等に⽔を流し、川を表舞台にする（視覚・聴覚） 親⽔護岸として形状変更し、緑化する

コンクリート⾼架柱とレールによるゲートモニュメント

画像追加

■清流復活⽔の放⽔⼝を上流へ移設し渋⾕川を再⽣する（壁泉による演出、⽔深0ｃｍ→11ｃｍに増⽔）

-渋⾕川の再⽣、川沿いの護岸・遊歩道整備-
LANDSCAPE



緩やかにカーブする線路線形
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様々なアクティビティが⽴体的に交錯する

©DAICI ANO



ストリートにお店の賑わいがあふれ出す
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⼈の気配がない旧渋⾕川

渋⾕の裏側としての渋⾕川

殆ど存在を知られていない

渋⾕川はドブ川？？？



川沿いに⼈の流れを⽣み出す

清流復活⽔を流す

飲⾷店が賑わいを⽣み出す

©DAICI ANO



地下と地上をつなぐアーバンコア

地下にも⾃然光を導くアーバンコア

アイキャッチとして分かりやすく！



地下と地上をつなぐアーバンコア

ミラー天井が様々な光やアクティビティを映し出す。

ガラスに幾重にも映り込んだ周辺の光


